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　This paper describes the recent trend of women’s colleges in China and reviews literatures on them. Studies are classified 

according to the type of topic. At conclusion of this review, suggested topics for future research are discussed.
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１．はじめに

　中国において女子高等教育機関が設立されるのは

19世紀末からであり，杜（2011）によれば1891年に
アメリカの長老派教会が設立した蘇州女子医学院が最

初だという１）。これ以降，専科学校なども含め様々な

女子高等教育機関が設立された。しかしながら，中国

では1920年頃から女性に対する大学の門戸開放が行
なわれはじめ，1922年時点で国立11校，省立４校，私
立16校が共学化２）していた上に社会情勢が不安定だっ

たこともあってか，長期間存続した女子高等教育機関

は多くない。中華人民共和国成立後の1952年に院系調
整と呼ばれる大規模な大学再編成が行なわれたが，そ

の頃まで残っていたことが確認できるのは，ミッショ

ン系の華南女子文理学院（1908年設立），金陵女子大
学（1915年設立），震旦女子文理学院（1937年設立）
と公立の国立女子師範学院３），河北省立女子師範学院

（1929年設立），私立の両江女子体育（師範）専科学校
（1922年設立）ぐらいである。また，これらの教育機
関の他に，ごく短い期間ではあるが中国共産党が設立

した女子だけの幹部養成機関４）が存在した。

　院系調整後，中国から全ての女子高等教育機関が一

旦姿を消すが５），改革開放政策開始後の1980年代半ば
から再び設立されるようになる。それらの機関は中国

の全体的な高等教育機関数から言えば非常に少数であ

るが，一度消滅した別学高等教育機関が計画経済から

市場経済に移行した中国で再び設立されたことを考え

ると，非常に興味深い存在である。また，このような

歴史的経緯を持つ中国の女子高等教育機関が有する課

題等を理解することは，同じように女子高等教育機関

を有する我が国にとっても有益であると考える。

　そこで，本稿では，中国の女子大学の近年の動向を

概観した上で，女子大学に関する研究を整理し，今後

の課題について検討したい。

２．中国の女子大学の動向

　改革開放政策開始後の1982年に憲法が改正され，中
国で再び民営（中国語で「民弁」）の教育機関を設立

することが可能になった。中国の高等教育６）は，教

育を修了するとその学歴を国家が認定する「学歴教

育」と学歴として認定されない「非学歴教育」に大

別され，「学歴教育」を行なう教育機関（学歴認定校）

には，本科（日本の四年制大学に相当）レベルの大学・

学院，及び専科（日本の短期大学に相当）レベルの職

業（技術）学院，高等専科学校の２種類があり，「非

学歴教育」を行なう教育機関には「専修学院（専科レ

ベル）」と「独学・成人教育補習校とその他の各種学校」

の２種類がある（夏芸 2009）。
　2015年現在，管見の限り本科レベルとしては学院３
校，二級学院７）１校，三級学院１校，専科レベルと

しては３校存在する。その他，女子学院と称する機関

はいくつかあるが，ほとんどが「虚体実弁」すなわち

独自の専攻を持たず，独自に募集した学生を持たない
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大学内の特別プログラムのようなものである。たとえ

ば同済大学女子学院では，学内で選抜された女子学生

向けに「女性文学研究」や「女性の権利と保護」，「生

け花」などの教養コースを提供している８）。

　これらの女子高等教育機関の全体的な概要について

は大濱（2014）に詳しいので省くが，高等教育機関と
して安定しているものは一部で，全体的にはあまり発

展していないように見える。中華全国婦女聯合会下属

の省婦女聯合会は公立大学などと共同でこれまで様々

な機関を設立してきたが，近年は学歴教育を行なう機

関を設立していない９）。上海工程技術大学女工程師学

院（2005年）や浙江伝媒学院女子学院（2011年）の
ように報道はされたものの，大学のウェブサイト上で

確認できない，もしくは近年情報が更新されていない

機関もある。

　既存の女子大学も苦戦が伝えられている。天津師範

大学国際女子学院（1993年設立）は2007年に同大の他
学院と統合され，西安培華女子大学は本科昇格時に共

学化した。その際女子学院を設置したが，これは同済

大学同様のプログラムである10）。さらに，2012年時点
では，全学生の10％程度ではあるが大学・専科レベル
の女子大学全てで男子を受け入れている。そのため，

現在では女子だけという意味での女子高等教育機関は

中国では失われている。共学化に関する研究はまだ現

れていないようであるからその詳細については不明で

ある。とはいえ，報道等によると，華南女子職業学院

の場合，省内の受験者数の減少が男子受け入れを決め

た直接的な要因であるといい11），おそらく他の女子大

学の共学化も同様の事情によるものと思われる。従っ

て，中国の女子大学は，復活からわずか30年で日本や
アメリカの女子大学と同様の問題に直面したと言え

る。

３．中国における女子大学に関する研究動向

　上述の通り，中国において女子高等教育機関が復活

したのは改革開放政策が開始された1980年代半ばで
ある。従って，研究対象としても比較的新しく，女子

大学に関する本格的な調査・研究としては中国の中・

長期プロジェクトである「全国教育科学『九五』規画

（1997－2000年）」（全国教育科学「九五」計画）教育
部重点課題の一つである「面向21世紀的中国女性高等
教育研究」が嚆矢と言える。このプロジェクトの研究

成果は安主編（2002）にまとめられているが，それ以
降も女子大学に関する研究が発表され続けている。文

献レビューについては管見の限り，欧陽（2011），段
ほか（2013）がある。しかしながら，前者は書籍が多
く学術誌掲載の論文はあまり取り上げておらず，後者

が対象とするのは特色研究のみであり，これら二つの

レビューのみでは女子大学に関する研究の全体的な傾

向は見えにくい。

　そこで，本稿では，中国学術文献オンラインサービ

ス（China National Knowledge Infrastructure, 以下CNKI）
で，「女子院校」「女子大学」「女子高校12）」「女校」の他，

「北京女子師範」「女子文理」といういずれも女子大学

に関連するキーワードでタイトル検索して得られた文

献を対象にレビューを行なう。CNKIでは現在1994年
以降の文献が利用可能で，タイトルの他，キーワード

やテーマでの検索も可能である。しかし，データソー

スを「SCI来源期刊」「核心期刊」「CSSCI」13）に限っ
ても，キーワードやテーマでの検索だと数百もの論文

がヒットしてしまうため14），タイトルに絞って検索を

行なった。その結果得られた文献105本のうち，回想
録や紹介記事，個人に焦点をあてたもの，短大レベル

の職業技術学院や中等教育機関，女子校全般を対象と

したものを除く，入手可能な文献を中心にレビューを

行なう。また，核心期刊掲載の論文ではないが重要だ

と思われるものについても適宜取り上げる。

　女子大学に関する研究は，大まかに三つの系統に分

けられる。すなわち，外国の女子大学を対象としたも

の，共産党設立の幹部養成機関を含む清末・民国期の

女子高等教育機関を対象としたもの，および改革開放

政策開始後に設立された女子高等教育機関を対象にし

ているものである。以下では，この系統に沿って研究

の概要と知見を整理する。

Ａ．外国の女子大学に関する研究

　対象とした研究のうち該当するのは３本で，対象国

はアメリカが２本，日本が１本である。これらの研究

は，対象国の女子大学の歴史を概観し，その存在意義

や特徴について考察するという点が共通している。

　まず，アメリカを対象とするのは張（2004a）と張
（2004b）であるが，内容はかなりの部分が共通して
いる。歴史を発展期，挑戦期，再興期に分けて概観し，

アメリカの女子大学の特色として  ①共学では提供不
可能な女性のための成長的な空間を提供している，②

ジェンダー社会化の重要な場所である，③女性のた

めに真の「学生本位の」（中国語では「以生為本」）教

育環境を提供している，④柔軟な管理モデルが女性に

とってより広範な成長機会を提供している，の４点を
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挙げ，女子大学は多様な高等教育の一つとして積極的

な作用を及ぼしているとのべている。

　次に，日本を対象とした何ほか（2014）では，５つ
の女子大学を対象に設置学科，教育理念に関わる動

き，改革やイノベーションを考察した。そして日本の

女子大学は性別モデルを越えた学科の設置，女性の時

代的な特質に合致したカリキュラムの充実，社会の需

要に応える教育組織の調整・再構築といった一連の改

革によって，女子高等教育を新たな段階に進めたが，

同時に自らの改革は方向を見失った苦境に陥っている

と指摘している。

Ｂ．中華人民共和国成立以前の女子大学に関する研究

　この系統に該当するのは20本で，全て特定の大学，
すなわち金陵女子大学，北京女子高等師範学校（以下，

女高師），華南女子文理学院，上海震旦大学女子文理

学院，延安中国女子大学，第二野戦軍女子大学を対象

としたものである。これらの研究の目的としては，カ

リキュラムなど大学の実態，人材育成方法と歴史的な

貢献，意義などを明らかにしようとするものが多い。

　まず，実態を明らかにしようとしたものには，金陵

女子大学の体育教育を対象とした金ほか（2015），音
楽教育を対象とした王（2015），女高師（北京女子師
範大学）の音楽科を対象とした祁（2009），高（2014）
とその学生たちを対象とした祁（2014），日中戦争
期の華南女子文理学院の教員と学生を対象とした黄

（1995），第二野戦軍女子大学の体育教育を対象とした
李（1997）がある。
　次に，歴史的な貢献やその意義に関するものについ

て述べる。まず，金陵女子大学の体育教育に焦点をあ

てた張ほか（2007）と劉ほか（2008）があり，どち
らも体育科の教育理念として女性本位をあげており，

その歴史的な貢献として前者は女権思想の構築，女性

体育人材の養成，キャンパス文化の構築，社会と国家

への奉仕を挙げ，後者は女性運動の発展推進，体育人

材の養成を挙げた。さらに，能力や素質に応じて異

なった教育を実施し，個性を育成しようとする金陵女

子大学体育教育の理念は現代における体育カリキュラ

ム改革の参考となるとのべている。

次に，任（2014）は，ミッション系女子大学の人
材養成モデルの特徴を分析し，女性に的確に対応した

そのカリキュラムは，女性の将来的な発展のための地

固めとなったとし，王紅岩（2009）は金陵女子大学
の校訓である「厚生（豊かな命）」（Abundant Life）を
キーワードに人材育成モデルの分析を行ない，国家や

社会に役立つ人材の養成や女子高等教育事業の発展を

促進したと評価している。歴史貢献や意義に関するも

のでは，これら以外にも延安中国女子大学を対象とし

た梁（1999），方ほか（2008）及び鄭（2011）がある。
三者とも中国女子大学が女性幹部育成に大きな役割を

果たしたとする点は同じであるが，方ほか（2008）で
はさらに中国女子大学と他大学との合併にも言及し，

その理由について経済的と政治的の二つの要因による

ものだとしている。

　その他の研究としては，女高師と金陵女子大学を比

較し，その異なる環境が社会活動や結婚等の学生のラ

イフスタイル選択に影響を及ぼしたとする張（2010），
中国女子大学新聞系を「系科（学科）」だとしてきた

従来の説に対し，新聞「系」は規模から言えばグルー

プであり，当時の人々が単にそう呼んでいたに過ぎな

いと指摘した王延雄（2009），金陵女子大学を事例に
民国期のジェンダー問題を分析した金（2006）がある。
朱（2011）は，金陵女子大学と華南女子大学におけ
る女性の内部争いや衝突を描くことによって「同質の

女性グループ」というのは一種の想像であって融合と

衝突の並存が近代中国キリスト教女性の現実であるこ

とを明らかにした。また，女高師に関する研究の現状

を分析した姜ほか（2010）では，新中国成立後の「中
性化」した研究への志向や史学の伝統的な理論などの

影響で女性研究やジェンダー研究があまり盛んではな

いために，女子教育研究は学会の主流の関心分野にな

りにくいとのべた上で，女高師の学生個人の生活を考

察することは，中国社会の初期近代性への転換を洞悉

し，新たに読み解き振り返るための窓口となるとのべ

ている。

　以上のべてきたように，新中国成立前の時期の女子

大学に関する研究は，カリキュラムなど大学自体の特

徴に着目する研究がほとんどであるが，近年は大学を

取り巻く環境を分析対象に加える研究も現れている。

劉（2014）は，上海震旦女子文理学院の歴史を三段
階に分けて考察し，当該大学が戦争中の不安定な社会

の中，経営を続けることができたのは上海の独特な政

治・社会環境と女大自身の採った生き残り政策による

ものであることを明らかにしている。

Ｃ．改革開放政策開始後の女子大学に関する研究

　１．「特長」研究

　改革開放政策開始後の女子大学に関する研究では

「弁学特色15）（教育の特長）」をテーマとしたものが非

常に多い。「教育の特長」とは，羅ほか（2007）によ
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ると「実質的には大学の個性であり，理論上ではどの

大学も皆特長を出すことができるが，実践において大

学の全てのものが特長となるわけではない」といい，

①独自性，②優良性，③安定性，④発展性，⑤体系性

を備えていなければならないという。

この系統の研究には，杜（2005），杜（2006），羅
ほか（2007），易（2007），羅ほか（2008），杜（2009），
羅ほか（2010），欧陽（2012），羅ほか（2013）など
がある。段（2013）は，特長に関する研究を教育目
標や理念，教育主体（学生・教員），人材育成，学科・

専門課程，カリキュラム構築，管理，キャンパス文化

の７つの対象にわけて整理しているが，本稿で取り上

げる研究について言えば，対象が異なっていても内容

的には重なる部分も多いため同じ特長研究として扱

う。

　まず，杜（2005）では，女性の特長を際だたせるこ
とは女子大学が発展するための必然的な選択であると

のべて，女子大学では学科の設置には女性の生理的・

心理的特徴を考慮することや基礎知識，専門知識，職

業的なスキル，女性としての資質，生活スキルを身に

つけるような育成モデルを採用することなどを提言し

ている。また，杜（2006）では女子大学の教育特長を
際だたせるためには５つの教育改革方法があるとのべ

ているが，なかでも女子大学の教育上の位置が（教育

改革の）前提条件になるとして，地域型の応用的で実

践的な教育のタイプを基本路線とすることなどを挙げ

ている。杜（2009）は，中国の歴史を清末から現代
まで６つの時期に分けてそれぞれの女子教育機関の教

育特長について描き出している。羅ほか（2010）では，
①特長ある学校経営を指針とすること，②就職志向で

あること，③教育と科学研究を共に重んじること，④

キャンパス文化をつくることに力を入れること，⑤国

際的な視野を開拓し広げること，の５つが一体となっ

たモデルを造り実行することによって女子大学の発展

を促すことを提言している。そして，羅ほか（2013）
では大学の文化に焦点をあて，女子大学の特長的な文

化の特性は，女性文化を特長とすること，文化伝承性，

文化薫陶性，文化の担い手の多元性という４つの側面

に現れているとし，女子大学の文化構築は教育の特長

と競争力の中核を具現化したものであるから，それら

によって女子大学の内涵（内包）の発展を促すことを

提言している。

これら大学教育全体を対象とした研究以外に，カリ

キュラムに焦点をあてた研究もある。羅ほか（2008）
では，西洋女性主義理論や女性学概論，マルクス主義

女性観というように，科目に女性要素を組み込んだ中

核・基礎・周辺の三層から構成されるカリキュラムを

構築することを主張している。

　以上のように，特長をテーマとする研究は，ほとん

どが政策提言を伴っているため，必然的に女子大学と

してのあり方や共学大学に対する差違化を検討するこ

とになる。このような必然性という視点から女子大学

の特長を考察しているのが易（2007）である。易は，
女子大学は「因性施教（特性教育）」を教育の基本方

針としており，特長は「教育対象が全て女性だという

特殊な事情から出た理性的な選択」で，「特性教育の

実践過程の中で形成されるもの」だとのべている。実

際に，欧陽（2012）によると，女子大学では学科設
置やカリキュラム構築において女性の特徴に合ってい

るかどうかが考慮され，女性学などを開設してジェン

ダー平等を推進しているという。とはいえ，こうした

努力は学生の大学に対する評価には繋がっていないよ

うである。次回も女子大学を選ぶか，友人に女子大学

を薦めるかという学生アンケートの質問に対し，結果

は「はい」20.8％，「いいえ」26.5％，「状況による」
52.7％であったという。欧陽（2012）はこの結果を受
けて，別学やその効果に対する学生の評価は明らかに

分かれているし，大学の継続可能性から考えると学生

の進学希望不足は女子大学の課題であるとのべてい

る。

　２．その他の研究

　その他の研究としては，女子大学の発展や現状分析

をテーマとしたものや女子大学の学生に焦点をあてた

ものなどがある。

まず，張（1997）は中国の女子大学の歴史を概観し，
1980年代の女子大学設立の背景に言及している。張（前
掲書）によると，中国に女子大学が再度出現したのは

様々な要素によるもので，具体的には  ①新中国成立前
に存在した女子大学の影響，②国外の女子大学の影響，

③女子高等教育の需要の拡大，④国外の女子大学と関

連する研究成果の影響であるという。女子大学と関連

する研究の影響というのは，おそらくアメリカの研究

であろうが，研究の全体的な傾向として女子大学は女

子学生の成長に有利であるという知見が示されたこと

を指していると思われる。一方，楊（2002）は，経済
体制の多元化による高等教育の多元化と女性運動の高

まりという二つの要因を挙げている。楊（前掲書）は

女性運動の背景として，効率性や競争を求める市場原

則と男女平等原則が衝突するようになったことがジェ
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ンダー問題に対する社会意識を刺激し，それにより社

会活動家や女性運動組織が多くの取り組みを行なった

結果，女性問題に対する社会の意識が高まったことや，

女性関連政策の制定と実施が政府のアジェンダに入っ

たことなどを指摘している。

　女子大学の現状を外側から把握しようとしたこれら

の研究に対し，劉（2002）は質的方法を用いて女子大
学の現状を内側から把握しようと試みている。劉（前

掲書）は５校の女子大学の教育担当の校長，教務処長，

女性学コースの教員にインタビュー調査を行ない，女

子大学が経営費用や社会的承認という問題に直面して

いることを明らかにした。特に，後者については，女

子大学の意義，存在意義の有無，ジェンダー意識を備

えた女子大学の必要性についてさらに短い検討を行

い，女子大学の使命として①女性が積極的に男女平等

運動に参加する土台となる，②ジェンダー意識を備え

た女性の教育を主流教育に普及させていく中で，主流

教育に存在する女性の需要軽視という状況を変え，全

ての女性が教育の受益者となるよう努力する，という

二つを挙げている。

　これら女子大学自体を対象とした研究以外に，女子

大学の学生を対象とした研究もある。まず，石（2002）
ではジェンダー意識についてアンケート調査を行な

い，共学大学の男女学生と女子大学の学生とを比較し

た。その結果，女子学生（共学大学も含む）は，男子

学生に比べ，伝統的なジェンダー観，家庭における性

別役割平等観，ジェンダー役割平等観が強いことが明

らかにされると共に，共学大学の女子学生は女子大学

の学生に比べ伝統的なジェンダー観を持っていること

が明らかにされた。また，陳（2008）は女子大学の１
年生を対象に，社会的支援（social support）及び自信
について３年間のコホート調査を行なった。その結果，

女子大学の学生は全国10都市の大学生にくらべ社会的
支援レベルが明らかに高いことや，自信は専攻や学年

によって異なること，自信と社会的支援との関係も専

攻や学年によって異なることを明らかにしている。陳

ほか（2009）では，女子大学の学生の人格特性，対処
方法，精神衛生について分析している。その結果，女

子大学の学生は他の研究における女性被験者達よりも

神経質であり，外向性，寛容性，同調性，誠実度の次

元（dimension）で得点が明らかに低いことや，共学の
学生と比べると，対処方法では双方に違いはないが，

人格特性や精神衛生状況は女子大学の学生の方がよい

ことなどが示された。さらに向（2011）では女子大学
学生の自尊心保護戦略の特徴について分析し，女子大

学の学生は防衛的悲観（defensive pessimism）16）のスコ
アがセルフ・ハンディキャッピングよりも高い，つま

り共学大学の学生に比べ自らの自尊心を守るための戦

略として防衛的悲観戦略を採る傾向があることなどを

明らかにしている。

これらは女子大学の学生の精神面に焦点をあてた

研究であるが，女子大学の近年の状況を反映して女子

大学の男子学生を対象とした研究も現れつつある。賈

（2012）では，学生指導員17）として男子学生１名に接
した事例から，学生の適応能力の育成を重視すること，

女子大学であっても男子学生のジェンダー意識を強化

する必要があることなどを指摘している。後者は具体

的には女子教育を展開すると同時に，男子学生をも一

つの集団として，男女が共同参加するのにふさわしく，

継続可能で広く影響のある「第二課堂」（サークル活動）

を入念に計画し，ジェンダーアイデンティティを踏ま

えた集団帰属感を彼らが持てるようにすることだとい

う。また，男女を区別した試験と評価を有機的に結び

つけた審査メカニズムの構築を検討する必要があると

指摘している18）。

　最後に女子大学の学生の就職状況について分析した

黄（2008）は，女子大学はポーターの「５つの力」（①
供給企業の交渉力，②買い手の交渉力，③競争企業間

の敵対関係，④新規参入業者の脅威，⑤代替品の脅威）

から来る競争に晒されており，様々な機関の卒業生が

女子大学卒業生のライバルである上に，女子大学卒業

生は様々な理由により労働市場で特色や影響を形勢で

きずにいるとのべている。その様々な理由とは，①設

立から時間が経っていないこと，②女子校の教育の性

格や特徴に対して検討が不十分，③卒業生は伝統的な

文系専攻に集中しており，市場で非常に不足している

専攻が少ない，④卒業生が労働市場で社会的な影響力

を形成していない，ことであるという。こうした状況

に対し，黄は伝統校には少ない第三次産業に関連する

専攻など市場の需要に合わせた学科の設置を行なうこ

となどを提言している。

　中国においては，女子大学を対象とした研究の多く

は「新興」の女子大学を取り巻く厳しい状況を反映し

て，既存の高等教育機関との差異化を模索するもので

ある。従って，このタイプの研究は今後も蓄積されて

いくであろうが，一方で男子学生受け入れなど近年の

変化から生じる新たな状況に関心を持つ研究も増えて

いくと思われる。
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４．おわりに

　以上のように中国の女子大学研究の動向を追ってき

たが，最後にこれら先行研究を踏まえて，研究上の課

題について思うところをのべておきたい。

　中国高等教育は，進学率19）が2002年に15％20），2014
年時点では37.5％21）に達し，全体的には大衆化段階，

北京市など一部の大都市ではユニバーサル段階（2010
年で59％22））にある。このような環境を反映して，改

革開放後の女子大学に関する研究は，他の大学との差

異化を目指して特長を模索するものが非常に多い。た

だ，こうした研究は，同時に女子大学の存在意義証明

をも目的としているため，「女子」大学であることを

意識しすぎて却って身動きがとれなくなっているよう

に見える。女子大学としての差異化という点では，む

しろ劉（2002）が指摘したように，女子大学がかつ
て直面していた社会的承認という側面からの研究や，

女性のエンパワーメントという大学の機能的側面から

の研究が必要であると思われる。ただし，段（2013）
も指摘しているように，現代の女子大学を対象とした

研究は実証を伴わない理論的な概説が多いので，今後

は実証的に明らかにされる必要がある。

　その点を踏まえると以下のような研究が考えられ

る。すなわち，社会的承認という側面では，たとえば

質問紙調査を行なった欧陽（2012）によると，女子大
学の学生の進学選択理由のうち「保護者の意見に従っ

た」27.2％と「他大学が不合格であった」18.1％を合
わせて非自主的選択が半数近くを占めるということか

ら，高校生や保護者などに対するさらに詳細な意識調

査が考えられる。また，大学の機能的側面については，

アメリカで広く行なわれているカレッジ・インパクト

研究を行い，女子大学のカリキュラムのみならず女子

学生のみを対象にした共学大学の特別プログラムなど

の教育効果を明らかにすることで，差異化の方向性が

見えてくると思われる。

　さらに，上述の通り2012年時点で全ての女子大学が
男子を一部受け入れていることから，受け入れ決定ま

での政策過程を考察することで，女子大学存立にかか

わる人々の認識を明らかにすることができる。とはい

え，中国では外国の組織や個人が社会調査を行なうこ

とは法律で禁止されているため23），社会調査が必要な

研究については中国国内での進展に期待したい。

　最後に，今後の女子大学の方向性に関する課題につ

いて述べる。「特長」に関心をもつ研究によって明ら

かにされているように，中国の女子大学に設置されて

いる学科は観光管理や語学，幼児教育，会計学など女

性が就業しやすいと考えられている文系分野が中心で

ある。これは，中国の女子大学が女子学生を集めやす

い学科構成にしていることによるもので，中国の場合

も日本ほどではないが性別によって選好学科に偏りが

みられる。2013年の調査24）によると，看護学，財政学，

外国語，旅行管理などで女性の割合が多くなっている

のに対し，物理学，機械，地質など理学工学系では女

性の割合は２割程度と少ない。こうした理系分野での

女性の少なさに対し，アメリカの大学はもとより，日

本の女子大学でも理系など伝統的に女性が少ない分野

での人材育成を目指そうという動きが近年現れてい

る25）。しかし，中国では上海工程技術大学女工程師学

院のケースなど女性が少ない分野での人材育成促進を

試みる動きはあったようであるが，その後の展開や効

果の検証については行なわれていないようである。そ

こで，このような試みに対する検証を行なうと共に，

伝統的に女性が少ない分野での人材育成に女子大学が

どのような役割を果たしうるかという点について検討

することも重要になってくるであろう。

注
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期刊要目総覧は４年に１度見直し），収録されている雑誌は学術

性が高く，権威があるとされている。
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似ていることがある。中国は大学の数が多く研究者の数も多いの

で，そのような状況が生じてしまうのかもしれない。しかしなが

ら，類似の研究が蓄積される最大の原因は，分野にもよるのかも

しれないが，おそらく多くの論文で先行研究の検討が行なわれて

いないことによるものだろう。

15） 弁学は本来「学校運営」の意味であるが，「弁学特色」「弁学理
念」のような使われ方をした場合，日本語では「教育」が訳語と

して妥当であると思われたので教育の特長とした。

16） 小島（2011）によると，Norem（2001）は，「悲観主義者の中
に失敗や最悪の状況を想像し，起こり得る可能性をすべて熟考す

ることによって将来の出来事に対する努力や準備が動機づけられ

る認知的方略を有する者がいることを示し，彼らの認知的方略を

defensive pessimism（防衛的悲観，日本では防衛的悲観性と訳す
ことが多い）と表現している」という。

17） 指導員（中国語：輔導員）とは「高等教育機関教員陣の重要
な構成部分であり，徳育（政治思想・道徳品性に関する教育）活

動に従事し，大学生の思想政治教育を発展させる主力であり，大

学生を健やかに成長させる指導者で先導者である」と定義されて

いる（『教育部関於加強高等学校補導員，班主任隊伍建設的意見

（教社政［2005］２号）』http://www.moe.edu.cn/publicfiles/business/
htmlfiles/moe/moe_512/201006/88984.html　2015年９月６日取得。）

18） 例として，体育科目中の健美操では女性はよい成績を取りやす
く，また女性学概論のような科目では女性の方が興味を持ちやす

いことを挙げている。中国の女子大学が共学大学に対する差異化

のため女性を強調したカリキュラムになっていることによるもの

と思われる。

19） 中国の場合は，高等学校における在学中の学生総数と政府が定
めた入学学齢人口（18～22歳）との比率（毛入学率）であり，日

本の進学率とは異なる。

20） 鳳凰網「教育部：2011年全国高等教育毛入学率達26.9％」（2012
年８月31日）http://news.ifeng.com/mainland/detail_2012_08/31/172
55914_0.shtml　2015年９月10日取得。

21） 中国青年報「去年全国高等学校毛入学率達37.5％」（2015年７
月31日）http://zqb.cyol.com/html/2015-07/31/nw.D110000zgqnb_201
50731_2-05.htm　2015年９月25日取得。

22） 北京考試報「北京高等教育毛入学率達59％」（2010年10月15日）
http://www.bjeea.cn/html/ksb/zhongyaoxinwen/2011/0309/33182.html  
2015年９月25日取得。

23） 2004年10月施行の「渉外調査管理弁法」第９条では「外国の

組織や個人は中国国内において直接市場調査や社会調査を行な

うことは許されない」と定められており，社会調査を行なう場

合，中国国内の渉外調査許可証を取得している機関などに委託

するか共同で行なう必要がある。（中華人民共和国中央人民政府

「中華人民共和国国家統計局令第７号」http://www.gov.cn/gongbao/
content/2004/content_63040.htm　2015年９月25日取得）

24） 哈爾浜工業大学商業智能実験室「専業男女比例2013年中国高校
各専業就業状況調査報告　専業男女比例排行榜」http://bi.hit.edu.
cn/sex_rank_list.html　2015年９月25日取得。

25） たとえば，お茶の水女子大学と奈良女子大学は，理工系の女
性リーダーを育成すべく共同で「理系女性教育開発共同機構」を

2014年に設置した。http://www.ocha.ac.jp/news/h261117.html　2015
年９月25日取得。
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